
釧路市立愛国小学校（北海道） 

 

1） 活動の目的及び教育上の位置づけ 

小学校３年生からはじまる総合的な学習の時間は、「横断的・総合的な学習を行うことを通して、

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成すること」を目標にし

ている。社会科や理科がはじまるこの 1年間で、「横断的・総合的な学習」を計画的に取り入れるカ

リキュラムを確立させることができれば、各教科の学習も含め、主体的に学習する力を伸ばしてい

けるのではないかと感じている。本実践は、総合的な学習の時間がより充実したものとなるように

横断的な学習を意識したカリキュラム作りを目的として行った。 

総合的な学習の時間における「地域学習」では、本地域で現在も続く炭鉱業の役割について施設

見学等を通して学習する。資源を効果的に使っている本地域の工夫や、本地域を盛りあげようと活

動している人達とのふれあいによって、地域に対する誇りと愛情、地域の一員としての自覚を養う。

地域のエネルギー環境を真剣に考え、より良い未来を創造する資質・能力が培われると考えた。 

 

2） 具体的な学習・活動と教育活動費の利用内容 

1． 地域の石炭を利用する「火力発電所」の見学 

 本地域には全国で唯一の校内堀り炭鉱「釧路コールマイン」が 

ある。地域で掘られた石炭は、2020年から運転開始された「釧路 

火力発電所」で使われ、電気を作るために利用されている。 

 石炭を選別する選炭工場と釧路火力発電所の間はトラックで輸 

送され、1日あたり約 100台分の石炭が使われているという。ま 

た、「ペレット」や「ＰＫＳ」というバイオマス燃料を混ぜるこ 

とで環境を意識して発電していること。ゼロカーボンを目指して 

木を植える活動などをしていることなども学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子供たちの振り返り・感想） 

○発電所をつくるためにはすごくたくさんのお金がかかる。

工場の人が通る階段を、すきまのある形にすることで、少し

でも安くつくる工夫をしたと聞いておどろいた。 

○ここの発電所だけで、釧路のまち全部の電気がつくれると

聞いて、すごいと思いました。 

○タービンを回すところは600℃の温度になっているそうだ。 

 工場は暑く、うるさいところもあった。働く人は、安全のこ

とを第一に考えて、長袖長ズボンの作業着を着ていたこと

がわかった。工場は 24時間動いていて、真夜中 11時にきて

朝、帰る人がいるとわかった。 

 

○総合的な学習の時間「地域学習」における持続可能な地域づくりの取り組み 

○社会科「働く人とわたしたちのくらし」における地域の産業としての炭鉱業 

○社会科「わたしたちの市のあゆみ」における昔と今の道具の移り変わり 

○理科「電気の通り道」における電気回路作り 



※子供たちが書いた実際のノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

    ※電気をつくる大変さを知り、「電気を無駄遣い 

しないようにしたい。」という感想が多かった。 

 

2．昔の道具と今の道具を比較する体験 

社会科「わたしたちの市のあゆみ」における「昔と今の道具の移り変わり」で、生活の中で使わ

れている道具の一つとして「暖を取るためのストーブ」に着目し、釧路地域の家庭や学校で昔使わ

れていた「石炭ストーブ」を扱いたいと考えた。 

しかし、何でもボタン一つで操作ができる器具に囲まれて 

育っている今の子供たちにとって、昔のくらしを想像するこ 

とは難しい。火を燃焼させた時に出るにおいや音などを実際 

に「石炭ストーブ」を燃焼して体験させる時間を確保したい 

と考え、総合的な学習の時間の「エネルギー環境を考える」 

時間と関連させて扱った。 

 「石炭ストーブ体験」では、焚きつけとして、子供たちの 

曾祖父母世代が使っていた方法である「白樺の木の皮」と、 

薪を使ってマッチで火をつける場面を見せた。火力の調節は、 

ストーブの上下についている空気を通す扉を調節することで 

行うこと、ストーブは暖を取るための道具だけではなく、調 

理するための道具としても使っていたことを「ベーコンを 

炙って食べる」体験から理解を促した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子供たちの振り返り・感想） 

○白樺の木の皮がたき付けの役割をすることと、石

炭は、発電所以外にもストーブの燃料として使わ

れていたことがわかりました。石炭ストーブはと

ても温かくベーコンが片面５秒くらいで焼けるほ

ど火力が強いことがわかりました。 

 



※子供たちがつくったエネルギー新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3．「電気エネルギー」大量消費の現実に目を向ける 

「北海道エネルギー環境教育研究会道東支部研究大会」の公開授業として、社会科「昔と今の道

具の移り変わり」で、道具が変わることで人々のくらしがどう変わったのかを考える授業を行った。 

本時の指導案は以下の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※授業後の板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに釧路コールマインがもうストーブ用の塊炭を作ら 

なくなってしまったというニュースを見て、調理もできる便 

利な「石炭ストーブは、なぜ使われなくなったのか？」を考 

えさせた。実物のストーブを並べた「ミニ博物館」で調べる 

方法と、石炭ストーブを使ったことのある参観者にインタ 

ビューして調査する方法の2つから、子供たちはたくさんの 

ことに気づき、考えることができた。参観者が語ってくれた「石炭ストーブの危険性」「手入れの

大変さ」「動かしにくいなどの不便さ」を実感する子供たち。考えたことを交流しまとめていく場

面では、「人々の思いから道具が使いやすいように進化したこと。」「石炭は今のくらしに必要な

電気を作るために、使われ方が変わっている。」などが出てきた。 

 研究協議では、以下のような意見をいただくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参観者からの意見・ご助言） 

○体験の部分を主に見ていた。電気ストーブはスイッチ一つでつくこと、石炭ストーブがすす

掃除が面倒であることなどから、電気ストーブの「便利さ」に気づける児童が多かったと思

う。 

○「体験や話を通して」の部分で、何気なく気づいていたことに対して他者の意見を聞くこと

で改めて自分の持っている意見の良さに気づいていた児童が多かった。「石炭ストーブの良

さ」をたくさん実感している中で、「石炭ストーブの不便さ」を出させるとこれまで持って

いた良さを否定する流れなってしまう。 「よさ」だけでなく「不便さ」を実感できる活動

をこれまでにも持っているとよかったのかも。 

○小学校３年ながらに「石炭が火力発電につながっている」という視点はなかなか出てきにく

いことについて、考えられていた。総合なども絡めながら、年間を見通して授業を構築して

いるので今回のような発言につながってきたのではないか。 

○生きる力を育成するためのエネルギー環境教育であってほしい。子供たち自らがより良いエ

ネルギーの使い方や生活の仕方を考えることができていたと思う。今日の授業は総合的な学

習の時間や社会科などが複合的に生かされたものであったと考える。 

○今の子供たちは「火」というものから遠ざかっている実態がある。「火の温もり」を実感さ

せていくこともこれから大切になってくる時代になっているかもしれない。 

○今日は地域の様子の移り変わり（炭鉱）について具体的資料（石炭ストーブ）を通して考え

ることができていた。今回は、エネルギー・地域ということを考えるきっかけになっていた

と思う。 

 

 



4.「電気を通すもの通さないもの」の学習で「デジピッコ」を使用して確かめる 

理科「電気の通り道」の単元では、「豆電球に明かりをつけるつ 

なぎ方」について予想し実験キットを使って調べるところから学習 

がスタートする。教室の厚めのカーテンを閉め、電気もテレビモニ 

ターの明かりも消してできるたけ暗い状況を作り豆電球の小さな明 

かりがはっきりとわかるようにすると、３年生の子供たちは豆電球 

の小さな明かりを見て、思い思いの歓声をあげる。「きれい！」 

「かわいい！」「あったか〜い！」「蛍みた〜い！」「エジソンっ 

てすごいね！」「マッチ売りの少女になった気分！」はじめて乾電 

池を使って、電球の明かりを光らせることができると知った子供た 

ちの驚きの言葉は素敵である。そこからつながる学習で「電気を通 

す物通さない物」を調べていく学習へと展開していくのだが、そこで困ったのが電気を通す力が弱

い「鉛筆の芯」などである。インターネットで調べると「鉛筆の芯は電気を通す」ことになってい

るが、豆電球の明かりがつくほどの電流は流れないというのが現実であった。残念そうにする子供

たちを納得させるために高学年で使う電流計を使ってみたが、使い方が難しかった。 

そこで購入させていただいたのが、「（株）NaRiKaの『管理検流計デジピッコ』」である。こ

れは、電気を通すもの通さないものが、一目瞭然で判断できる。理科の導入期の実験をスムーズに

進めるために、次年度以降も引き継ぎ、学校の財産として活用していきたい。 

 

5．持続可能な地域にするための活動 

 総合的な学習の時間の地域学習の２つ目のテーマを「やなぎまち よくしたい」とした。 

 本校地域にある柳町公園は、5 月の中旬から約 2 週間にわたり、「さくら

まつり」を開催していたこと。日本一遅くまで楽しめる桜としてつくられた

「クシロヤエ」を含むさくらが、1700本もあり、「クシロヤエ」を継承する

ために品種改良された桜や桜の神様を祭る神社があることは、実はまだあま

り知られていなかった。子供たちは、地域探検によって、「さくらまつり」

の幟が公園にたくさん設置され、多くの人が桜を見に来ていたこと、桜並木

の美しさや、桜の種類によって花びらの数・色などに違いがあることに驚き、

自分達の住む地域の良さに気づくことになった。 

 地域の「まつり」には、どんな意味があり、だれが、どうやって、いつか

らその祭りを運営しているのか興味を持たせるために、あらかじめ「まつりの創設者」に話をして

もらう打ち合わせを行った。１人目のゲストティーチャー下山さんからは、地域特有の桜をつくっ

た人の思いとその努力の過程。２人目のゲストティーチャー禰寝さんからは、地域の昔の状況と柳

町公園桜守としての活動や願い。３人目のゲストティーチャー筧さんからは「柳町公園を札幌大通

り公園みたいにする会」を立ち上げようとしたきっかけや夢について。3 名がそれぞれの立場から

今の地域の課題や、地域をもっと良くしたいという思いや行動を熱く語ってくださった。 

 わたしたちの住む地域には、「こんな素敵な（ひと）がいて、地域特有の（もの）があり、祭りな

どを通して人をよぶ（こと）が行われている。」と知った子供たちは、地域への誇りを感じながら、

「自分にもできることはないか」と考えはじめた。祭りの中で募集していたコンテスト（さくら川

柳）への応募。遠足でのゴミ拾い。地域のイベント（子供神輿）への参加。「わたしたちの身の回り

の環境地図作品展」（環境地図教育研究会主催）への応募。その地図の発表会を実施。 

保護者からは、「知らなかったことがたくさんあって勉強になりました。」「柳町公園のイベントに

ぜひ行ってみようと思いました。」。ゲストティーチャーからは、「君たちは私たちの同志です。」「こ

の地図は宝物にします。」などの嬉しい言葉をいただくことができた。 

 



 ゲストティーチャーの一人から「私たちは地図の発表を聞いたあと、地域の人が豊かになりみん

なの夢が叶えられる桜の神社をつくるためのクラウドファンディングという制度に挑戦することに

なりました。皆さんの思いにたくさんの元気と勇気をもらったからです。」というメッセージが届い

た。こうしてはじまった【桜が紡ぐ釧路再生】プロジェクトは、約一ヶ月の期間で 500万円という

金額が集まった。地域に愛着を持ち、地域の良さを伝えるキャラクタ−などを交えながら一生懸命作

った地図は、親しみや夢を与えるものとなった。次の「さくらまつり」では、子供たちの地図16枚

の展示に加え、地図から生まれたキャラクターの缶バッチをお披露目するという話まで進んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちが、地域の未来を真剣に考え、持続可能な地域にするために取った行動は新聞にも大き

く紹介され、地域を元気づけ子供たちも地域に貢献できたという達成感を得ることができた。 

 

3） 学習・活動を通じての成果・効果 

３年生の子供たち全員に、総合的な学習の時間やエネルギー教育についてのアンケートを取った。

このアンケート結果から、こちらがねらっていた以上の成果が得られたと感じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間を「とても楽しかった」と回答した子は約 9割。ほぼ全員が、総合的な学習

の時間を「とても好き」「まあまあ好き」と回答しており、地域の「資源」の有効活用や「節電」に

ついても高い意識を持てていることがわかった。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７で答えた理由） 

○火力発電所に見学に行って働いている人達が苦労していることを知って、電気を大切にした

いと思ったから。 

○世界には電気が使えていない人もいると知ったから。 

○ずっと使っていたらお金がなくなるし、いっぱいつかうと電気をいっぱいつくらないとい

けないから。 

○わたしたちは自分で電気を作ることはできない。環境を考えずに使ったら作っている人が

大変になってしまうし、迷惑をかけてしまうと思ったから。 

○いざという時に停電になるかもしれないし、お金もかかるから。 

○二酸化炭素の問題や地球温暖化になってしまうから。 

○電気を使いすぎると電気代が高くなるしみんなも使いすぎると社会が混乱するから。 

しかも日本で掘られている石炭も北海道だけだし、石炭を掘る技術がなくなると電気のほ

とんどを支えている火力発電所まで困って毎日不便な生活になると思うから。 

○作る量と使われる量のバランスが崩れて電気が使えなくなるかもしれないから。 

○地球温暖化をふせぐため。 

○世界では、電気がない・少ない、ところなどがきっとあるから、そんな人たちのために

も節電などをすることが大事だと思うから。 

○石炭は人にとって大事だとわかったから。 

○電気は無限ではないと知ったから。 

 



 

4）2026年度以降の活動計画や方向性 

最近の社会は、小学生といえどもチャットＧＰＴなどを使いこなし、すぐに答えを見つけられる

環境が整えられている。しかし、インターネット上の情報は全てが正しいとは限らず、危険もひそ

んでいる。子供のうちから苦労して情報を得ること、心に残る体験をさせることが重要である。 

本実践は、電気新聞「2025年度 エネルギー教育支援事業」を受けたことによる助成金のお陰で，

自分の目で確かめ、耳で聴き、温度や臭いを感じるという五感を使う経験をたくさんさせることが

できた。そして、自分の住む地域環境への興味関心を高められたからこそ、「地域のためにできる

ことをしたい。」という思いを高めさせることができたと実感する。 

2026年度以降は、今年度作りあげたカリキュラムを本校の宝として継続し、環境を整えていくこ

とを使命感を持ってやり遂げていきたい。 

 

終わりになりましたが、今年度お世話になった釧路火力発電所の職員の方々、北海道エネルギー

環境教育研究会の方々、地域の柳町公園を盛りあげようと努力している方々、そして本実践を支え

てくださった電気新聞「エネルギー教育支援事業」の関係者の皆様と、たくさんの素敵な行動や感

想で応えてくれた子供たちに心より感謝している。 

今後もエネルギー教育の普及のためにできる限りの力を尽くすことを誓い、お礼に代えさせてい

ただきたい。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

（９で答えた理由） 

○自分が生まれ育ったまちだから。 

○釧路には北海道で唯一トンネルを掘って石炭を掘っている炭鉱がある。水産加工品もおいしい。自

分が生まれた釧路をすごいと思うから。 

○地域のことをとても考えてくれている人達がいるから素敵なまちだと思ったから。 

○釧路は、石炭や水産加工物などで有名だから。食べ物も新鮮だから観光客もよく来るから。 

○家族が産んでくれた地だから好き。 

○魚がおいしいし、色々な人達が住んでいて、今回の授業で釧路の良いところを教えてもらえたから。 

○釧路の勉強をして、釧路のことがわかって、自然についてもくわしくなれたから。 

○地域の人達もやさしいし、たくさん協力しているところだから。 

○釧路にはたくさんの魅力があって、まだない魅力もありそうだから。 

 

 

 


